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奈井江町立国民健康保険病院のあり方検討委員会設置要綱 

 

 

（設置） 

第１条 奈井江町立国民健康保険病院（以下「町立病院」という。）が、奈井江

町と近隣市町を含む地域において、必要とされる医療を持続的に提供できる

体制を確保するため、町立病院が担うべき役割と診療体制、経営安定化、公

的支援の水準等の検討を行う、奈井江町立国民健康保険病院のあり方検討委

員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、町長の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査及び審議し、その

結果を町長に答申するものとする。 

(1) 町立病院が担うべき医療に関する事項 

(2) 町立病院の診療体制に関する事項 

(3) 町立病院の経営改善に関する事項 

(4) その他町長が必要に応じ諮問したことに関する事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 7名以内で組織する。 

２ 委員は、町民及び有識者のうちから町長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、委嘱の日から最終の答申を行う日までとする。 

４ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 町長は、特別の理由があると認めるときは、任期中であっても委員を解職す

ることができる。 

（職務） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理す

る。 

（招集等） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 
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２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決

するところによる。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意

見を聞くことができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、町立病院事務局において処理する。 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 委員会の委員には、奈井江町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償並びに嘱託手当等に関する条例の規定により、報酬及び費用弁償を

支給する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 



（五十音順：敬称略）
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　弘
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タカ 奈井江町地域医療連携運営委員会

（アダチ歯科　院長）
有　　識　　者
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カタ　バ　ミ
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モト

　雄
オ

奈井江町地域医療連携運営委員会
（方波見医院　院長）
（奈井江医歯会　会長）

有　　識　　者

北
キタ

　　　準
ジュン

　一
イチ まちづくり町民委員会

（委員長）
町　民　代　表

佐
サ

　古
コ

　和
カズ

　廣
ヒロ 北海道地域医療構想アドバイザー

（名寄市立総合病院　名誉院長）
有　　識　　者

白
シラ

　崎
サキ

　直
ナオ

　良
ヨシ 日本介護事業団

（やすらぎの家　施設長）
有　　識　　者

平
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ユキ

砂川市立病院　病院事業管理者 有　　識　　者
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アラタ まちづくり町民委員会

（副委員長）
町　民　代　表

奈井江町立国民健康保険病院のあり方検討委員会　委員名簿
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